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【ラフォーレ原宿に関するお問い合わせ先】 
 

ラフォーレ原宿 PR 事務局（㈱プラチナム内） 賀村・阿部・櫛山・大庭 

TEL:03-5572-6072 FAX:03-5572-6075 MAIL:laforet@vectorinc.co.jp 
 

㈱ラフォーレ原宿 広報･PR 担当 水野 

TEL: 03-3475-3123 FAX:03-5411-8221 MAIL: s-mizuno@mori.co.jp 

 

 

 

SPECIAL EXHIBITION 「GET A LIFE!」 

ヴィヴィアン・ウエストウッドが 

ラフォーレ原宿 40周年記念イベントを開催！ 
 

開催期間 2018.11.2(Fri)‐11.18(Sun) Laforet HARAJUKU  6F LAFORET MUSEUM HARAJUKU 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

Courtesy of Juergen Teller and ©Vivienne Westwood ©Juergen Teller 

 



報道関係者各位            2018年 9月 27日 

㈱ラフォーレ原宿 

 

 

【ラフォーレ原宿に関するお問い合わせ先】 
 

ラフォーレ原宿 PR 事務局（㈱プラチナム内） 賀村・阿部・櫛山・大庭 

TEL:03-5572-6072 FAX:03-5572-6075 MAIL:laforet@vectorinc.co.jp 
 

㈱ラフォーレ原宿 広報･PR 担当 水野 

TEL: 03-3475-3123 FAX:03-5411-8221 MAIL: s-mizuno@mori.co.jp 

 

 

2018年 11月 2日（金）から 11月 18日（日）までの期間、ラフォーレミュージアム原宿にて、アクティビズムの視点を

通して、ファッションとアートの融合を表現した展覧会「GET A LIFE!」を開催します。 

 

イギリス人デザイナーであり、アクティビストでもあるヴィヴィアン・ウエストウッドは、常にコレクションやキャットウォ

ークショーを、社会的なメッセージを発信するためのプラットフォームとして活用してきました。長年にわたり、気候変動

や過剰消費が環境に与える深刻な影響を訴え続けており、その改革運動は、国際社会においても大きな注目を集め

ています。 

 

本展では、多くの著名人のポートレートをロンドン・ウォータールー駅で一堂に展示して注目を集めた、国際環境

NGO グリーンピースとの共同キャンペーン“SAVE THE ARCTIC”をはじめ、アクティビズムとデザインが具現化され

た、数々のコレクションやグラフィックを展示します。 

 

開催期間中、会場では、日本環境設計株式会社が行う“BRING”＝不要衣類の回収プロジェクトや、来場者が使用

済みペットボトルのキャップを持参することで、共に作品を作り上げる参加型プロジェクトなども実施します。さらに、会

場でしか手に入らない限定アイテムの販売も予定しています。 

 

ヴィヴィアン・ウエストウッドが伝える、より良い世界を作る為の哲学とメッセージをぜひ会場で受け取って下さい。 

詳細情報は、オフィシャル HPにて公開予定です。 

http://www.viviennewestwood-tokyo.com 

 

“私たちが持ち得る最大の武器は世論です。 

アートギャラリーへ行き、自らがどんな世界に生きているかを知ってください。 

それがより良い世界のために戦う一歩となるのです。” 

ヴィヴィアン・ウエストウッド 
 

【開催概要】 Vivienne Westwood - GET A LIFE! 

■日程： 2018年11月2日(金)－2018年11月18日(日)  

■開場時間： 11:00-21:00 

■会場： ラフォーレミュージアム原宿 

■住所： 東京都渋谷区神宮前 1-11-6 ラフォーレ原宿 6階 

■入場料： 無料 

URL： http://www.laforet.ne.jp 

 

【About Laforet HARAJUKU / LAFORET MUSEUM HARAJUKU】 
ラフォーレ原宿は 1978年に開業し、2018年に 40周年を迎える、東京を代表するファッションビルです。約 140のシ

ョップが入り、原宿のランドマークとして常に最先端のファッション・カルチャーを発信してきました。その 6 階に位置す

るラフォーレミュージアム原宿は、文化的存在の象徴として、1982 年にオープン。以来、デヴィッド・リンチ、ヘンリー・

ダーガー、ヤン・シュヴァンクマイエル、ブライアン・イーノ、ピーター・サヴィル、横尾忠則、加茂克也など、国内外のア

ーティストのエキシビションを多数開催しています。 

 

【About Vivienne Westwood】 

ヴィヴィアン・ウエストウッドは、1971 年に当時のパートナーであるマルコム・マクラーレンと共にロンドンでデザイナ

ーとしてのキャリアをスタートしました。彼らのアイディアやデザインを披露する場となった、ロンドンのキングスロード

の 430 番地に構えた店舗は住所を店名に冠し、独自の内装も相まってこれまでのファッションにおける価値観に大き

な変化をもたらしました。1976 年には、二人が Seditionaries（セディショナリーズ）を通じて、当時のストリートカルチャ

ーであるパンクを定義しました。 

 

 

http://www.viviennewestwood-tokyo.com/
http://www.laforet.ne.jp/
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70 年代後半、ヴィヴィアン・ウエストウッドはイギリスにおけるアヴァンギャルドの象徴として、1981 秋冬コレクションを

自身初となるキャットウォーク形式でロンドンのオリンピアにて発表しました。その後、伝統あるサヴィルローのテーラリ

ングや、イギリス独自の素材の追求、17 世紀や 18 世紀のアートをインスピレーションソースにコレクションを展開しまし

た。 

 

1989 年には後に夫、長きにわたるデザインパートナー、そしてブランドのクリエイティブディレクターとなる、アンドレア

ス・クロンターラーと出会いました。2004 年には、由緒あるヴィクトリア・アンド・アルバートミュージアムにて、存命中のイ

ギリス人デザイナーとしては最大規模の回顧展が開催されました。2006 年にはイギリスファッションへの貢献が認めら

れ、エリザベス女王より”Dame”の称号を授与されました。さらに、2007 年にはブリティッシュ・ファッション・アワードより

功績賞を受賞しました。 

 

ヴィヴィアン・ウエストウッドは、グローバルファションブランドとしては数少ないインディペンデントなブランドです。 

時に刺激の強いメッセージを発信するこのブランドは、単に消費財としての衣類やアクセサリーを生産しているだけで

はなく、それらを通じて、独自の環境や人権問題に対する意識の啓発活動を行っているのです。 

 

40 年以上に及ぶ活動の歴史と共にヴィヴィアン・ウエストウッドは、グローバルブランドとして、世界的な影響力のあ

るデザイナーの一人として、そして活動家として、今日の世界に認められています。 

 


